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１．はじめに 

高速道路や国土交通省直轄国道のほか，地方管理

道路の緊急輸送道路に対しても,大規模地震の発生

確率等（図 1）を踏まえ,落橋・倒壊の防止対策に加

えて,支承の補強や交換等を行う対策が急がれてい

る. 本稿では,これらを目的とした耐震設計業務の実

施状況と手法の事例,実際に設計された代表例につ

いて,その課題と今後の方向性について報告する. 

 

図 1 大規模地震の発生確率 1) 

２．緊急輸送道路上の橋梁耐震補強 
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るが,被災
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緊急輸送を可能とするための耐震補強の進捗は,ま

だ十分とは言えず,高速道路や直轄国道のほか市町

村管理道までの合計で,79％（H31.3 現在）となって

いる.うち高速道路会社管理分は表 1の通りである. 

３．新設橋が目標とする耐震性能 

現時点で新設する橋梁の耐震補強設計で目標とす

る耐震性能は,おおむね道路橋示方書(以下 道示)Ⅴ

編（平成 14 年版および平成 24 年版）における耐震

設計の観点に基づき,表2に示す耐震性能２を指標と

している.  

 

４．耐震補強設計で目標とする耐震性能 

4-1.目標とする耐震性能 2(a) 

既設の橋梁に対する耐震補強では,表 2の耐震性能

2 に準ずる補強レベルとして,長期的修復性において

地震動により損傷が生じる部位があり,「恒久復旧は

容易ではないが」, 橋としての機能の回復は速やかに

行いうる状態は速やかに確保されるとみなせる耐震

性能レベルを想定する.2)（耐震性能 2(a)） 

 

4-2．目標とする耐震性能 2(b) 

既設橋梁の既往の耐震性能によっては,補強後の耐

震性能を無理に高め,表 3 の耐震性能 2(a)の確保をめ

ざそうとすることが不合理となる場合も生じうる． 

この場合においては,震災後の橋の供用性,修復性

に一定の限界を設定することで,むやみな大型化など

を避け比較的小規模な補強レベルにとどめることも

選択肢の一つと考えている．3)（耐震性能 2(b)） 

5．耐震設計の対象橋梁 

道路橋の耐震設計法は,大規模地震を経験するた

表 1 高速道路会社分進捗率 

表 2 耐震性能 2 

表 3 耐震性能 2(a) 
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びに更新されており、その度に耐震性向上のための

構造的な配慮が規定されたものとなっている。この

状況を時系列(表 5)にまとめる． 

表 5 耐震設計法と時系列 

 

 

現時点での耐震補強の対象橋梁は,兵庫県南部地

震以前に設計されたものが基本となっている. 

6．新たな設計契約手法の導入 

特に高速道路会社では,更なる耐震補強の設計を

発注するにあたり,短期間に膨大な量の設計業務を

円滑に施行する必要が発生したことから,業務全体

を統括する総合技術監理業務と複数の設計業務を一

会社に契約し,発注者側の業務のマネジメントの一

部を設計会社で実施する新たな入札契約方式を導入

している.この結果,特定された統括管理技術者と同

一会社の多くの新たな管理技術者が意見を競わせる

機会が醸成され,より合理的で必要最小限の補強策

の提案を導く効果も産出している. 

7．検討結果の代表事例 

7-1.日本初の高速道路橋における耐震設計 

東京オリンピックに向けて1963年 7月に開通した

名神高速道路では,ロッカー橋脚を用いたＲＣ連続

中空床版橋が多用されている.このロッカー橋脚は

厚さ300mmのコンクリート壁で構築されているが,桁

端部等の固定支承にて橋軸水平力を負担することが

できれば,橋脚には上部工鉛直反力と自重による水

平力並びに橋軸直角方向のせん断力を受けるのみと

なる. 図 2 は,せん断補強用鋼板巻き立てと,両桁端

支承の固定化を図ったが,一方が小橋台であったた

め中間に巻立て補強橋脚を構築した事例である. 

 

 

図２ ロッカー橋脚を有する連続高架橋 

7-2.山間部貯水池上に架かる橋梁の耐震設計 

資材の搬入が容易でない山間部の橋梁であり,上

部工はＰＣプレテンション 4径間連結Ｔ桁である. 

 

図３ 貯水池上に位置する橋梁 

動的解析による照査の結果,両橋台の支承,落橋防

止装置並びにＰ２橋脚の躯体（柱）中間部主鉄筋の

段落とし部が補強対象となっている. 

まとめと課題 

現在,複数の路線で多くの橋梁耐震設計に取り組

んでいる.支承の補強または落橋防止装置の付加な

どを必要とする事例も多く,今後は落橋防止装置な

ど取り付けデバイスの高性能化・高減衰化などを通

じて,橋梁本体の補強レベルを縮小することも検討

する必要がある. 
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